
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いつもお世話になります。 

近代建築の父と呼ばれる建築家、ミー

ス・ファン・デル・ローエが提唱する生き方

「Less is more.（より少ないことは、より豊

かなこと）」が静かに注目されています。 

床の間に飾られた、たった一輪の花が空

間の美を引き立てるように、純粋でシンプ

ルな人生ほど、実は豊かなのかもしれませ

ん。 

【受
取
時
に
か
か
る
税
金
の
種
類
が
変
わ
り
ま
す
】 

 

死
亡
保
険
は
契
約
形
態
の
違
い
に
よ
り
、
保
険
金
の
受
取
時
に

か
か
る
税
金
の
種
類
が
変
わ
り
ま
す
。 

は
じ
め
に
生
命
保
険
の
一
般
的
な
契
約
形
態
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。 生

命
保
険
会
社
と
保
険
の
契
約
を
結
び
保
険
料
を
負
担
す
る

人
を
「
契
約
者
」
と
い
い
、
そ
の
人
の
生
死
や
病
気
な
ど
が
保
険
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
人
の
こ
と
を
「
被
保
険
者
」
と
い
い
ま
す
。 

ま
た
、
保
険
金
や
給
付
金
を
受
け
取
る
人
の
こ
と
を
「
受
取
人
」

と
い
い
ま
す
。 

例
え
ば
、
契
約
者
と
被
保
険
者
が
夫
で
、
受
取
人
が
妻
の
場
合

は
、
相
続
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
こ
の
方
法
は
高
額
な
相
続
財
産

が
な
い
限
り
相
続
税
が
か
か
ら
な
い
た
め
、
最
も
一
般
的
な
契
約

方
法
と
い
え
ま
す
。 

次
に
契
約
者
と
受
取
人
が
夫
で
、被
保
険 

者
が
妻
の
場
合
は
、契
約
者
と
受
取
人
が
同 

一
で
す
か
ら
、一
時
所
得
と
な
り
所
得
税
が 

課
税
さ
れ
ま
す
。 

最
後
に
契
約
者
が
夫
で
被
保
険
者
が
妻
、受 

取
人
が
子
の
場
合
で
す
が
、契
約
者
が
生
存 

し
て
い
る
た
め
、
保
険
金
は
受
取
人
で
あ
る 

子
へ
の
贈
与
と
な
り
、贈
与
税
が
課
税
さ
れ 

ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
死
亡
保
険
は
、契
約
形
態
の 

違
い
に
よ
っ
て
税
金
が
変
わ
り
ま
す
。 

今
後
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

【デジタルが溢れる現代だからこそ、より求められる「手書き文字」】 

きれいな字を学ぶ「ペン習字」が注目されています。 

パソコンの普及で文字を書く機会は減りましたが、美しい文字は人を良識ある人物に見

せるものです。独学が可能な練習帳や通信講座の人気も急上昇、稽古事として教室に通

う人も増えています。芸能人の美文字、汚文字をランク付けするテレビ番組が人気なの

も、先生が書くきれいな文字に惚れ惚れしたからこそ。 

気持ちを伝える美しい筆跡を手に入れれば、手書きのお礼状などビジネスチャンスもつ

かめそうですね。 

税理士法人 中 央 総 合 会 計  

〒070-0037  

旭川市７条通１３丁目 59番地 4 

ＴＥＬ ： 0166-25-4131  0166-23-0010 

ＦＡＸ ： 0166-25-4132  0166-23-7543 

ＵＲＬ ： http://csk-i.com/ 

E-mail ： cyuou@csk-i.com 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「結果」より「努力」をほめる】 

「為せば成る 為さねば成らぬ何事も」で知られた米沢藩主の名君、上杉鷹山（ようざん）は、人を動かす

方法を「してみせて、言ってきかせて、させてみよ」と説きました。 

これをもとにしたと言われるのが山本五十六元帥の名言、「やってみせ、言って聞かせて、させてみせ、ほ

めてやらねば、人は動かじ」です。教育者としても知られ、人望に厚く部下にやる気を出させることが非常に

上手かった山本五十六は、模範を示し、指導して、実際にやらせる上杉鷹山流のやり方に「ほめる」を加え、理

論ばかりでは人は動かないことを暗にほのめかしたのでしょう。人の心が動くのは感情が刺激されたとき。ま

ずは心が動かなければ人は動きません。 

「ほめて伸ばす」は人育ての定説です。最近では、人のほめ方を学ぶ「ほめる研修」を導入する企業もある

ようです。しかし、人をほめることは意外と難しく、「どんな言葉をかけたらいいのかわからない」という声を

よく聞きますが、ほめ方で最も大事なのは「ほめ言葉」より「何をほめるか」でしょう。 

かつて、ニューヨークの小学校で興味深い実験が行われました。小学４年生に簡単なパズル課題を与え、課

題終了後に生徒をほめました。そのとき、「頭がいいんだね」などと結果をほめられた生徒は、続く実験で自

尊心を守るためにチャレンジを避け、最終的に成績がダウンしてしまいました。 

片や「よく頑張ったね」などと努力をほめられた生徒は、続く実験で実力以上の課題にチャレンジして成績

を伸ばしていきました。 

つまり、「結果」をほめると失敗を恐れるようになり、「努力」をほめると困難 

に直面してもくじけなくなる。あくまでも可能性の話ですが、ほめるポイントに 

よって及ぼす影響が変わってくる点は見逃せません。 

ビル・ゲイツ氏は、部下が大失敗しても全力を尽くしたならば、怒らなかった 

そうです。 

結果より努力を認めてほめる。ほめて心が動いたら、社員や部下達は自 

らの意思で次のステップへと歩み始めるのでしょう。 

【「
先
を
見
せ
る
」
こ
と
で
信
頼
感
を
得
る
】 

 
ど
れ
だ
け
慎
重
に
心
を
尽
く
し
て
仕
事
を
し
て
い
て
も
、
避
け
ら
れ
な
い
の
が

ミ
ス
や
ト
ラ
ブ
ル
で
す
。 

し
か
も
、
直
接
の
担
当
者
で
な
い
と
解
決
で
き
な
い
の
に
、
そ
の
相
手
と
う
ま

く
連
絡
が
取
れ
な
い
と
い
っ
た
経
験
、誰
に
で
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。 

電
話
や
メ
ー
ル
の
向
こ
う
か
ら
伝
わ
る
お
客
様
の
怒
り
や
不
満
。 

な
か
な
か
つ
か
ま
ら
な
い
担
当
者
。
そ
ん
な
と
き
あ
な
た
は
ど
ん
な
こ
と
を

意
識
し
て
お
客
様
と
接
し
て
い
ま
す
か
？ 

ト
ラ
ブ
ル
対
応
で
大
切
な
の
は
、
お
詫
び
よ
り
も
ま
ず
は
今
起
き
て
い
る
お

客
様
の
不
便
に
共
感
し
、
不
具
合
を
取
り
除
く
こ
と
だ
と
い
う
の
は
よ
く
ご
存

知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

そ
の
時
に
「
時
間
」
と
「
過
程
」
を
示
す
こ
と
も
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。 

こ
れ
で
お
客
様
は
多
少
な
り
と
も
安
心
し
、
怒
り
の
火
に
油
を
注
ぐ
よ
う
な

事
態
を
未
然
に
防
げ
る
の
で
す
。 

具
体
的
に
は
、
自
分
が
対
応
で
き
る
こ
と
と
本
来
の
担
当
者
に
し
か
対
応
で

き
な
い
こ
と
、
そ
の
大
ま
か
な
内
容
、
所
要
時
間
を
伝
え
る
こ
と
。
ま
た
、た
と
え

担
当
者
が
つ
か
ま
ら
な
く
と
も
、
何
分
後
か
に
進
捗
を
報
告
す
る
旨
を
お
伝
え

し
、必
ず
そ
の
時
間
に
連
絡
を
入
れ
る
。 

こ
う
し
て
お
客
様
に
「
今
ど
う
な
っ
て
い
る
か
」
「
こ
の
先
ど
う
な
る
か
」
を
お

見
せ
す
る
こ
と
で
、お
客
様
も
あ
る
程
度
安
心
し
冷
静
さ
を
取
り
戻
せ
ま
す
。 

最
も
よ
く
な
い
の
は
、
や
み
く
も
に
謝
り
続
け
る
こ
と
で
す
。
お
詫
び
は
事
態 

が
収
束
し
、原
因
を
し
っ
か
り
見
極
め
て
か
ら
。 

今
後
の
対
応
策
を
添
え
て
お
詫
び
す
る
こ
と
で
、
結
果
的
に
信
頼
感
を
得
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

 


